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町
議
会
第
3
回
定
例
会

　
9
月
29
日
、
松
代
町
議
会
第
3
回
定

例
会
が
招
集
さ
れ
、
昭
和
51
年
度
決
算

の
認
定
な
ど
1
5
件
の
案
件
が
付
議
・
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

議
第
1
号
　
昭
和
52
年
度
松
代
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

　
（
予
算
の
総
額
に
二
千
四
六
万
三
千

　
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

　
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
八
億
二
千
九
〇

　
三
万
五
千
円
と
す
る
。
）

o
「
歳
入
」
主
な
も
の

　
地
方
交
付
税
二
三
六
万
円
・
財
産
収

　
入
三
二
〇
万
円
・
繰
越
金
一
千
四
〇

　
万
円
・
町
債
四
〇
〇
万
円

o
「
歳
出
」
主
な
も
の

　
貸
付
牛
購
入
費
補
正
　
一
二
四
万
円

　
鳥
島
地
区
圃
場
整
備
測
量
試
験
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

　
道
路
改
良
舗
装
工
事
費
五
四
〇
万
円

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金
補

　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
〇
万
円

　
消
防
庁
舎
屋
根
防
水
補
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
九
万
円

　
雪
上
車
　
車
検
及
修
理
費
補
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
万
円

　
災
害
復
旧
費
　
　
　
　
　
七
六
万
円

　
消
防
団
員
等
公
償
組
合
追
加
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
万
円

議
第
2
号
　
昭
和
52
年
松
代
町
簡
易
水

　
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2

　
号
）

　
（
予
算
の
総
額
に
六
二
万
五
千
円
を

　
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、

　
そ
れ
ぞ
れ
六
千
五
一
五
万
五
千
円
と

　
す
る
。
）

議
第
3
号
　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手

　
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

　
の
数
の
増
加
お
よ
び
規
約
の
変
更
に

　
つ
い
て

　
（
増
加
す
る
団
体
・
新
潟
県
消
防
団

　
員
等
公
償
組
合
）

議
第
4
号
・
地
方
公
共
団
体
の
名
称
変

　
更
お
よ
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
。

　
（
聖
籠
村
を
聖
籠
町
に
改
め
る
）

議
第
5
号
　
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償

　
組
合
の
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
。

議
第
6
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
合
の
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
。

議
第
7
号
　
新
潟
県
自
治
会
館
管
理
組

　
合
規
約
変
更
に
つ
い
て
。

議
第
8
号
　
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
組

　
合
規
約
変
更
に
つ
い
て
。

　
（
以
上
は
、
聖
籠
村
を
聖
籠
町
に
名

　
称
変
更
し
た
た
め
の
規
約
変
更
。
）

議
第
9
号
　
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

　
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に

　
関
す
る
条
件
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
。

　
（
議
会
の
議
決
に
付
さ
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
契
約
の
予
定
価
格
二
千
万
円

　
以
上
を
三
千
万
円
以
上
に
改
め
た
も

　
の
。
）

議
第
10
号
・
昭
和
51
年
度
松
代
町
一
般

　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

　
て
。

議
第
n
号
　
昭
和
51
年
度
松
代
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
の
認
定
に
つ
い
て
。

議
第
12
号
　
昭
和
51
年
度
松
代
町
簡
易

　
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
の
認
定
に
つ
い
て
。

議
第
1
3
号
　
松
代
町
教
育
委
員
の
任
命

　
に
つ
い
て
。

　
（
蒲
生
・
小
堺
哲
夫
氏
を
委
員
に
任

　
命
す
る
こ
と
の
同
意
を
得
た
も
の
。
）

議
第
14
号
　
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改

　
善
強
化
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

　
つ
い
て
。

　
（
国
民
医
療
の
充
実
向
上
の
た
め
、

　
老
令
者
の
医
療
保
障
に
関
す
る
改
革

　
や
高
額
療
養
費
に
対
す
る
国
庫
負
担

　
制
度
の
確
立
等
の
意
見
書
を
政
府
機

　
関
に
提
出
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
も

　
の
。
）

議
第
1
5
号
　
小
・
中
学
校
寄
宿
舎
の
法

　
制
化
等
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

　
つ
い
て
。

　
（
寄
宿
舎
に
つ
い
て
、
義
務
教
育
年

　
齢
の
青
少
年
が
当
然
す
ご
す
べ
き
生

　
活
環
境
を
保
障
す
る
法
的
な
明
確
化

　
と
、
設
置
運
営
に
関
す
る
国
庫
補
助

　
金
、
地
方
交
付
税
の
増
額
等
の
意
見

　
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
も

　
の
Q
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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灘
潔
濾
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潔
潔
潔
潔
潔
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潔
潔
潔
潔
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潔

灘
潔
潔
潔
潔
潔
潔
潔
潔
潔
潔
潔
潔
潔
潔
潔
潔
潔
潔

．
．
・
昭
和
51
年
度
会
計
決
算
…

一
般
会
計
決
算
概
況

▽
歳
入
△

　
　
一
四
億
七
壬

▽
歳
出
△

　
　
一
四
億
四
壬

一
六
五
万
円

δ
九
万
円

　
昭
和
51
年
度
の
一
般
会
計
は
、
一
二

億
六
千
五
〇
〇
万
円
の
予
算
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
何
回
か
の
補
正

が
行
な
わ
れ
、
別
表
の
よ
う
な
決
算
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
決
算
額
は
、
一
四
億
七
千
二
六

五
万
円
で
前
年
度
に
比
較
し
て
二
億
七

千
五
七
〇
万
円
の
増
加
で
2
3
％
の
増
加

率
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
が
前
年
比
2
3

．
8
％
の
伸
び
で
一
四
億
四
千
二
〇
九

万
円
。
差
引
額
三
千
五
六
万
円
と
な
り
、

統
合
中
学
校
建
設
事
業
の
継
続
繰
越
財

源
八
七
万
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は
二

千
九
六
九
万
円
の
形
式
黒
字
と
な
り
ま

し
た
が
、
前
年
度
の
三
千
二
四
九
万
円

と
比
較
し
て
単
年
度
収
支
は
、
二
八
○

万
円
の
赤
字
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
実

質
単
年
度
収
支
は
、
八
八
三
万
円
の
積

立
金
が
あ
り
六
〇
三
万
円
の
黒
字
に
な

り
ま
し
た
。

◆
歳
入
構
成
比
は
、
市
町
村
税
、
・
地
方

交
付
税
等
の
一
般
財
源
が
57

・
3
％
。

国
庫
支
出
金
、
町
債
、
・
そ
の
他
の
特
定

財
源
が
4
2
・
7
％
で
、
歳
入
構
成
中
地

方
交
付
税
の
割
合
は
、
最
近
5
年
間
を

通
じ
平
均
50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

国
県
支
出
金
は
、
前
年
度
に
比
べ
七
千

三
一
三
万
円
、
4
0
・
8
％
の
上
昇
率
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
老
人
対
策
事

業
．
ほ
場
整
備
・
林
道
の
整
備
・
老
人

医
療
等
の
補
助
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

地
方
債
は
、
前
年
比
一
億
四
千
五
五
〇

万
円
、
2
・
4
倍
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
が
、
老
人
憩
の
家
、
公
営
住
宅
の
建

設
．
義
務
教
育
施
設
・
道
路
ほ
場
整
備

事
業
等
の
基
盤
的
投
資
事
業
の
増
に
よ

る
も
の
で
す
。

訳歳入内目的別歳出内訳

区　　　　　分 収　　入　　額 構成比

1．市　　町　　村　　税 104，595千円 7．1

2．地　方　譲　与　税 18，528 1．3

3．自動車取得税交付金 13，563 O．9

4．地　方　交　付　税 706，941 48．0

5．交通安全対策交付金 323

6．分担金及負担金 44，891 3．1

7．使用料及手数料 4，961 0．4

8．国　庫　支　出　金 97，451 6．6

9．県　　支　　出　　金 154，888 10．5

10．財　　産　　収　　入 28，064 1．9

11．寄　　　附　　　金 O
12．繰　　　入　　　金 0
13．繰　　　越　　　金 32，493 2．2

14．諸　　　収　　　入 16，659 1．1

15．町　　　　　　　　債 249，300 16．9

計 1，472，657 100

　　メ　分不～ 支　　出　　額 構成費

1．議　　　会　　　費 23，247千円 1．6

2．総　　　務　　　費 167，921 11．6

3．民　　　生　　　費 168，135 11．7

4．衛　　　生　　　費 55，197 3．8

5．労　　　働　　　費 10，910 O．8

6．農　　林　　業　　費 267，642 18．6

7．商　　　工　　　費 1，972 O．1

8．土　　　木　　　費 319，103 22．1

9．消　　　防　　　費 64，885 4．5

10．教　　　育　　　費 267，428 18．5

11．災　害　復　旧　費 18，238 1．3

12．公　　　債　　　費 77，413 5．4

13．予　　　備　　　費

計 1，442，091 100



◆
歳
出
目
的
別
歳
出
状
況
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。
性
質
別
歳
出
状
況
は
、
予

算
が
実
質
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
の
経

費
に
使
わ
れ
た
の
か
を
見
た
も
の
で
す
。

義
務
的
経
費
（
2
9
・
5
％
）
の
内
訳
を

見
ま
す
と
、
職
員
の
給
与
・
議
員
・
教

育
委
員
・
区
長
な
ど
の
各
種
行
政
委
員

の
報
酬
等
の
人
件
費
が
1
9
・
6
％
を
占

め
、
生
活
保
護
世
帯
・
心
身
障
害
者
な

ど
へ
の
救
護
費
に
あ
た
る
扶
助
費
が
4

・
6
％
、
町
の
借
金
の
返
済
額
に
あ
た

る
公
債
費
が
5
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
投
資
的
経
費
は
4
4
・
1
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
道
路
の
改
良
舗
装
・
住
宅

建
設
・
ほ
場
整
備
事
業
・
集
落
開
発
セ

ン
タ
i
建
設
・
災
害
復
旧
事
業
等
に
使

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
他
の
経
費
が
2
6
・
4
％
、
各
種

施
設
の
調
度
品
・
通
常
使
う
消
耗
品
等

の
物
件
費
が
1
2
・
7
％
、
財
産
確
保
的

な
積
立
金
・
投
資
及
び
出
資
金
が
0
・

7
％
、
特
別
会
計
へ
の
支
出
金
で
あ
る

繰
出
金
が
2
・
7
％
と
い
う
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

瑠一

性質別、歳出
区　　　　　分 決　　算　　額 構成費

1．人　　　件　　　費 282，430千円 19．6

2．物　　　件　　　費 182，519 12．7

3．維　持　補　修　費 41，520 2．9

4．扶　　　助　　　費 55，654 4．6

5．補　　助　　費　　等 105，612 7．4

6．公’　　債　　　費 76，590 5．3

（1）元利償還金 66，907 4．6

（2）一時借入金利子 9，683 0．7

7．積　　　立　　　金 8，836 0．6

8．投資及び出資金 2，052 0．1

9．繰　　　出　　　金 38，982 2．7

10．前年度繰上充用金

11．普通建設事業費 617，556 42．9

12．災害復旧事業費 17，404 1．2

合　　　　　計 1，439，155 100
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歳
入
総
額
は
、
一
億
四
五
九
万
円
で
　
　
得
と
、
固
定
資
産
税
の
家
屋
の
新
増
築

前
年
度
に
比
較
す
る
と
、
一
千
七
八
四
　
　
分
の
課
税
資
産
の
増
加
が
主
と
な
っ
て

万
円
、
2
0
・
6
％
の
増
加
率
と
な
り
ま
　
　
い
ま
す
。

し
た
。
こ
れ
は
住
民
税
個
人
の
課
税
所

町
税
の
徴
収
実
績
礒
齢
務
陛
．

市町村民税

4，821万円

　　　46％

電気ガス税

　700万円

　たばこ
消費税

1，271万円

12．2％

固定資産税

3，183万円

　　30．4％

6．7％

妙
木材引取税

　　43万円

4．2％

軽自動車税

　　439万円

町
債
（
借
入
金
）

現
在
高
は

合
計

七
億
四
千
三
三
五
万
円

　
町
債
と
は
、
大
き
な
建
設
事
業
な
ど

の
た
め
の
借
金
で
、
昭
和
馴
年
度
町
債

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
過
疎
対
策
事
業
債
・
（
道
路
整
備
・

集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
六
千
七
六
〇
万
円

■
辺
地
対
策
事
業
債
・
（
道
路
整
備
）

　
　
　
　
　
　
　
一
千
六
〇
万
円

■
民
生
債
・
（
老
人
憩
の
家
建
設
）

　
　
　
　
　
　
　
一
千
七
一
〇
万
円

■
土
木
債
・
（
道
路
整
備
・
公
営
住
宅

　
建
設
な
ど
）
　
七
千
三
三
〇
万
円

■
農
林
業
債
・
（
林
道
開
発
・
ほ
場
整

　
備
な
ど
）
　
　
一
千
五
八
○
万
円

■
教
育
債
・
（
統
合
中
学
校
用
地
買
収
）

　
　
　
　
　
　
三
千
万
円

ロ
財
政
対
策
債
　
二
千
八
七
〇
万
円

■
災
害
復
旧
債
　
　
　
一
一
〇
万
円

■
消
防
債
　
　
　
　
　
五
一
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



（4）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
円
6
2
収
支
た

　
　
☆
砺
」
質
収
し

徽
縣
撫

－
”
億
と
億
の
る

稿
特
編
珈
鰍

昭
　
顯
論
嚢

☆
　
　
入
マ
で
4
入

　
　
　
　
歳
7
6
円
は
繰

　
　
　
　
　
q
万
支
は

お
金
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
51
年
度
主
要
支
出
ー

o
庁
舎
書
庫
整
備
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
o
老
人
憩
の
家
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
七
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
千
七
七
八
万
円

o
克
雪
対
策
事
業
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
一
千
二
八
九
万
円
　
　
　
　
く
渋
海
荘

o
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金 歳　　　　　　　　　　　入

款数 科　　　目 予算現額 調定額 収入済額

1． 分担金及負担金 　　円33，430，000 　　円33，430，000 　　円33，430，000

2． 使用料及手数料 29，337，000 31，030，920 31，030，920

3，

国庫支出金 130，800，000 130，800，000 130，800，000

4。 財産　収　入 170，000 169，685 169，685

5． 繰　　入　　金 25，343，000 25，343，000 25，343，000

6． 繰　　越　　金 2，849，000 3，386，236 3，386，236

7． 諸　　収　　入 1，100，000 1，318，337 1，318，337

8， 町　　　　債 200，400，000 200，400，000 200，400，000

歳　入合計 423，429，000 425，878，178 425，878，178

　
　
　
　
　
　
三
千
四
五
二
万
円

o
消
防
施
設
費

　
　
　
　
　
　
一
千
八
六
三
万
円

o
老
人
福
祉
費
（
老
人
医
療
費
扶
助
等
）

　
　
　
　
　
　
四
千
二
六
一
万
円

o
保
育
所
費
（
へ
き
地
・
季
節
保
育
所

　
含
む
）
　
　
四
千
○
八
一
万
円

o
疾
病
予
防
費

　
　
　
　
　
　
一
千
一
八
○
万
円

o
清
掃
事
業
　
一
千
二
八
三
万
円

o
正
月
帰
省
バ
ス
運
行
等

　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
五
万
円

o
簡
易
水
道
建
設
事
業

　
　
　
　
三
億
七
千
七
四
五
万
円

o
畜
産
経
営
近
代
化
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
一
千
○
八
二
万
円

o
教
員
住
宅
建
築
事
業
（
北
山
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
四
万
円

o
統
合
中
学
校
用
地
買
収
事
業

　
　
　
　
　
　
五
千
七
六
一
万
円

o
統
合
中
学
校
校
舎
設
計
委
託

　
　
　
　
　
　
一
千
一
〇
〇
万
円

o
通
学
道
路
取
付
事
業

　
　
　
　
　
　
二
千
五
八
四
万
円

歳　　　　　　　　　　　出

款数 科　　　目 予算現額 支出済額 予算残額

1， 総　務　　費 　　　円19，053，000 　　　円18，694，916 　　円358，084

2． 事　　業　　費 374，454，000 374，452，292 1，708

3． 公　　債　　費 29，922，000 28，480，776 1，441，224

歳　出　合計 423，429，000 421，627，984 1，801，016

》
室
野
・
蒲
生
・
池
尻
　
一
四
・
九
㎞

ほ
場
整
備
事
業

　
　
　
　
一
億
三
千
三
七
三
万
円



林
業
振
興
費

　
　
　
　
　
三
千
五
六
四
万
円

く
林
道
田
沢
・
下
山
線
開
設
工
事
等

▼大伏集落開発センター建設費

　　　　　　1，322万円

》
道
路
新
設
改
良
費
（
大
久
保

　
線
・
犬
伏
線
・
木
和
田
線
・

　
竹
所
線
な
ど
）

　
　
　
一
億
五
千
四
六
五
万
円

3，823万円

〈
粒
山
橋

（
室
野
）
架
換
工
事
費

　
　
　
一
千
一
六
八
万
円

て
若
い
う
ち
か
ら
取
組
む
べ
き
で
な
い

で
し
よ
う
か
。

　
さ
き
ご
ろ
、
厚
生
省
か
ら
発
表
さ
れ

た
「
昭
和
51
年
簡
易
生
命
表
」
に
よ
れ

ば
、
女
性
の
平
均
寿
命
が
「
喜
寿
」
に

あ
た
る
7
7
才
、
男
性
も
7
2
才
を
そ
れ
ぞ

れ
越
え
ま
し
た
。
こ
の
結
果
わ
が
国
は

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
と
肩
を
並
べ
て
世

界
で
も
一
、
二
を
争
う
長
寿
国
に
な
り

ま
し
た
。
長
寿
は
大
変
に
お
め
で
た
い

こ
と
で
す
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
わ
た

く
し
た
ち
の
老
後
が
そ
れ
だ
け
長
く
な

り
、
心
配
の
タ
ネ
が
増
え
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
最
近
は
欧
米
の
よ
う
に
わ
が

国
で
も
〃
核
家
族
化
〃
が
定
着
し
て
き

た
こ
と
に
よ
り
、
年
を
と
っ
て
も
経
済

的
に
は
子
供
た
ち
か
ら
の
扶
養
も
あ
ま

り
期
待
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た

高
令
に
な
れ
ば
体
に
無
理
は
き
き
ま
せ

ん
し
、
働
く
職
場
も
少
な
く
、
現
金
収

入
を
得
て
生
活
す
る
こ
と
も
難
し
く
な

り
ま
す
。
今
日
で
は
、
老
人
の
生
活
問

題
は
ど
う
し
て
も
社
会
全
体
で
解
決
す

る
方
向
で
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
を
は
じ
め
厚
生
年
金
、
各
種

共
済
組
合
な
ど
公
的
年
金
と
呼
ば
れ
る

8
つ
の
年
金
制
度
は
こ
の
対
策
の
主
柱

を
な
す
も
の
で
す
。
年
金
制
度
と
は
、

こ
れ
ま
で
家
庭
内
で
行
わ
れ
て
き
た
親

孝
行
に
代
っ
て
、
社
会
全
体
で
行
う
親

孝
行
と
言
え
ま
す
。
と
こ
ろ
で
国
民
年

金
は
、
厚
生
年
金
な
ど
の
他
の
公
的
年

金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
2
0
才
か
ら

59

才
ま
で
の
人
を
加
入
対
象
に
し
て
い

る
制
度
で
す
。
　
「
年
金
」
を
受
け
る
た

め
に
は
決
め
ら
れ
た
期
間
、
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
年
金
は
受
け
取
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
保
険
料
は
決
め
ら
れ
た
期
限

に
必
ず
納
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
だ

れ
に
も
〃
老
後
〃
は
確
実
に
や
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
時
に
な
っ
て
あ
わ
て
て
も

も
う
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
〃
老
後
の
生

活
設
計
〃
は
わ
た
く
し
た
ち
ひ
と
り
ひ

と
り
が
、
自
分
に
か
か
わ
る
問
題
と
し

　　　　●あと何年生きられるでしょう（平均余命）

　　　　ミニ、（男）579年圏8・歳圏㊧9・年（女）一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇）
　　　　　　　　10．65年屡羅錘羅甕翻7g歳　　　　　　　12。97年

　　（52年厚生省調べ）　．
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保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑳

成
人
病
予
防
と
肥
り
す
ぎ

　
松
代
町
で
も
循
環
器
検
診
、
出
稼
ぎ

検
診
で
肥
満
度
2
0
％
以
上
と
い
う
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
肥
満

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

”
肥
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
”

　
中
年
に
な
っ
て
か
ら
体
が
肥
る
と
い

う
こ
と
は
、
健
康
の
赤
信
号
で
す
。

　
「
ベ
ル
ト
が
伸
び
れ
ば
命
は
ち
ぢ
む
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　
肥
満
は
他
に
病
気
が
あ
っ
て
肥
る
も

の
を
除
く
と
、
大
部
分
は
摂
取
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
回
る
た

め
、
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
脂
肪
と
な

帆標準体重早見表
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80k3

大
島
保
健
所

　
飯
田
保
健
婦

っ
て
体
に
た
ま
り
肥
っ
て
く
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
一

　
し
か
も
脂
肪
組
織
は
単
な
る
脂
肪
の

か
た
ま
り
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
血
管

も
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
心
臓
は

余
分
な
血
管
に
も
血
液
を
送
り
こ
ま
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
心
臓
の
働
き

は
労
働
過
重
と
な
り
、
心
臓
病
、
動
脈

硬
化
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
等
の
成
人
病

を
ひ
き
お
こ
す
結
果
と
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
体
重
は
ど
の
く
ら
い
が
標

準
か
と
い
い
ま
す
と
、

　
（
身
長
ー
一
〇
〇
）
×
㎎

の
前
後
一
割
と
い
う
数
字
が
一
般
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
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俗

、
噂
◆
毒
◆
毒
◆
侮
◆
毒
◆
ち
◆
毒
◆
も
◆
奪
◆
奄
◆
毒
◆
曝
◆
」

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

“”

出
稼
ぎ
さ
れ
る
　
“
心

ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ
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ゆ
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み
な
さ
ん
へ
｝
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お
知
ら
せ
　
…

f
毒
◆
奪
◆
毒
◆
肇
◆
奪
◆
奪
◆
ら
◆
奪
◆
奪
◆
毒
◆
肇
◆
撫
◆
㌧

※
リ
ー
ダ
ー
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
昨
年
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
に
は
会
議

　
通
知
を
差
上
げ
ま
す
が
、
今
年
初
め

　
て
リ
ー
ダ
ー
に
な
ら
れ
る
方
は
通
知

　
が
な
く
て
も
出
席
し
て
下
さ
い
。

　
一
、
日
時
　
十
月
十
八
日
午
前
九
時

　
一
、
会
場
　
松
代
町
役
場
第
一
会
議
室

※
出
稼
名
簿
の
提
出
に
つ
い
て

　
　
リ
ー
ダ
ー
の
方
は
一
緒
に
行
か
れ

　
る
人
の
名
簿
を
十
月
三
十
一
日
ま
で

　
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
　
個
人
で
行
か
れ
る
人
も
行
き
先
を

　
係
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

※
出
稼
労
働
手
帳
に
つ
い
て

　
手
帳
は
お
も
ち
で
し
ょ
う
か
、
お

も
ち
の
方
は
家
族
欄
に
昭
和
五
二
年

の
証
明
を
受
け
て
か
ら
お
出
掛
け
下

さ
い
。
お
も
ち
で
な
い
方
は
役
場
で

交
付
を
受
け
て
下
さ
い
（
早
目
に
お

願
い
し
ま
す
。
）

“
中
年
以
降
食
生
活
に
は

　
　
　
　
　
　
　
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
”

　
肥
り
過
ぎ
の
方
は
や
せ
る
た
め
の
四

原
則
を
実
行
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
ま
ず
、

　
第
1
に
、
食
事
の
制
限

①
ご
飯
や
砂
糖
な
ど
の
糖
質
を
ひ
か
え

　
る
。

②
タ
ン
パ
ク
質
は
減
ら
さ
な
い
こ
と
。

　
（
筋
肉
や
血
液
を
つ
く
っ
て
い
る
も

　
の
は
タ
ン
パ
ク
質
で
す
。
こ
の
タ
ン

　
パ
ク
質
は
毎
日
少
し
ず
つ
消
耗
し
て

・
ゆ
き
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
補
っ
て
や

　
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
脂
肪
の

　
少
い
肉
、
魚
、
大
豆
製
品
は
十
分
に

　
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
）

③
植
物
性
油
は
減
ら
さ
な
い
こ
と
。

④
生
野
菜
は
毎
食
一
皿
程
度
食
べ
る
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
（
満
腹
感
が
味

　
わ
え
ま
す
。
）

⑤
う
す
味
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
（
味
付
け

　
が
濃
い
と
食
欲
が
克
進
し
て
し
ま
い

　
過
食
に
な
り
ま
す
。
）

　
第
H
に
、
食
事
回
数
は
減
ら
さ
な
い
。

　
一
日
の
食
事
は
平
均
的
に
配
分
し
て

と
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

　
特
に
朝
食
は
必
ず
食
べ
、
夕
食
は
大

巾
に
減
ら
す
こ
と
が
減
量
を
始
め
る
と

き
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
夕
食
は
過
食

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
気
分
の
落
ち
つ

い
た
と
こ
ろ
で
ゆ
っ
く
り
と
か
ん
で
食

事
を
味
わ
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
少

く
と
も
3
0
分
以
上
の
時
間
を
か
け
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
第
m
に
、
運
動
を
。

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
一
人
で
で
き

る
運
動
を
選
び
汗
を
か
く
程
度
に
毎
日

行
う
こ
と
。
更
に
こ
ま
め
に
動
く
こ
と
。

　
運
動
に
よ
っ
て
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
大
き
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

減
量
中
に
弱
く
な
り
が
ち
な
筋
力
を
保

持
し
、
か
つ
鍛
え
る
と
い
う
意
味
で
も

運
動
は
重
要
で
す
。

　
第
W
に
、
体
重
を
記
録
す
る
。

　
毎
日
朝
起
き
て
、
排
尿
、
排
便
を
す

ま
せ
、
体
重
を
測
り
、
グ
ラ
フ
に
記
録

し
ま
し
よ
・
つ
。



国
保
加
入
の
健
康
家
庭
に
報
償

励◎厨慮

食。加』

　
松
代
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
強
調

月
間
に
あ
た
り
、
国
保
加
入
世
帯
の
う

ち
、
健
康
で
家
族
ぐ
る
み
医
療
費
の
給

付
を
受
け
な
か
っ
た
世
帯
に
報
い
る
と

と
も
に
健
康
を
た
・
え
て
、
今
年
も
つ

ぎ
の
十
九
世
帯
が
報
償
家
庭
に
選
ば
れ

ま
し
た
の
で
近
く
記
念
品
を
贈
呈
い
た

し
ま
す
。

★
報
償
要
件

、

毒
選
鱗
縫
購

二
、
右
の
期
間
内
に
国
保
税
等
の
滞
納

　
金
が
な
い
も
の
で
お
医
者
さ
ん
か
ら

　
の
請
求
書
又
は
受
領
書
に
よ
り
、
医

　
療
の
給
付
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
国

　
保
世
帯
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内
に

　
お
い
て
報
償
す
る
。

五
年
以
上
医
療
給
付
を
受
け
な
か
っ
た

世
帯
　
　
（
昭
和
四
七
年
～
五
一
年
度
）

　
　
柳
金
兵
衛
　
千
年
　
田
保

三
年
以
上
医
療
給
付
を
受
け
な
か
っ
た

世
帯
　
　
（
昭
和
四
九
年
～
五
一
年
度
）

　
　
高
橋
芳
松
　
小
荒
戸
四
郎
右
工
門

　
　
関
谷
吉
蔵
　
千
年
　
孫
吉

　
　
若
月
ミ
カ
　
田
代
島
田
屋

一
年
以
上
医
療
給
付
を
受
け
な
か
っ
た

世
帯
　
　
（
昭
和
五
一
年
度
）

武
田
幸
作

柳
　
芳
男

高
橋
ト
ラ

万
羽
　
弘

中
村
順
一

若
井
徳
吉

斉
木
正
芳

山
岸
ヤ
イ

山
岸
勝
重

山
岸
長
則

蒲蒲寺中蓬清会千菅松
生生田子平水沢年刈代

小
堺
シ
ズ
エ
儀
明

佐
藤
一
郎

佐
藤
幸
三

山
岸
幸
一

牧
田
亮
次

室
野

室
野

室
野

峠

武
田
屋

干
場

上
西

堂
の
前

与
惣
兵
衛

茂
左
工
門

下東権
兵
工
田

治
三
郎

下
干
場

山
本

向
田

浦
島
屋

坂
本

お
た
ず
ね
に

　
　
　
　
こ
た
え
て

①
必
ら
ず
お
医
者
さ
ん
に
も

問
　
十
一
月
に
勤
め
先
の
健
康
保
険
に

加
入
し
、
す
ぐ
役
場
に
届
出
を
済
ま
せ

た
が
十
一
月
と
十
二
月
分
の
医
療
費
を

返
す
よ
う
に
と
、
役
場
か
ら
通
知
を
う

け
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。

答
　
あ
な
た
は
役
場
に
届
出
さ
れ
ま
し

た
が
お
医
者
さ
ん
に
保
険
証
が
か
わ
っ

た
こ
と
を
届
け
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

お
医
者
さ
ん
は
国
保
加
入
者
と
し
て
医

療
費
を
町
に
請
求
し
ま
し
た
の
で
町
は

あ
な
た
に
返
納
通
知
を
さ
し
あ
げ
た
わ

け
で
す
。

届
出
を
お
こ
た
る
と
お
医
者
さ
ん
に
大

変
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
り
、
み

な
さ
ん
が
出
稼
先
の
健
康
保
険
に
請
求

し
て
も
、
支
払
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

保
険
証
が
か
わ
っ
た
と
き
は
、
必
ら
ず

お
医
者
さ
ん
に
も
新
し
い
保
険
証
を
も

っ
て
そ
の
む
ね
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。

②
手
続
き
は
…
…
十
四
日
以
内
に

問
　
私
は
今
年
四
月
に
出
稼
先
の
会
社

を
や
め
て
家
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
病

気
を
し
な
か
っ
た
の
で
国
保
の
届
出
を

う
っ
か
り
し
て
い
て
八
月
に
な
っ
て
手

続
き
を
し
た
と
こ
ろ
過
去
四
ヶ
月
分
の

保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
一
度
も
お
医
者
さ
ん
に
か
・
っ

て
い
な
い
の
に
、
保
険
税
だ
け
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

〈忘れないで〉

届出は14日以内に

必らず印かん、保険証を忘れずに

答
　
こ
の
よ
う
な
場
合
保
険
税
は
原
則

と
し
て
三
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
あ
な
た
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
と
し
て
の
資
格
が
発
生
し
た
の
は
、

加
入
手
続
き
を
し
た
と
き
で
は
な
く
、

会
社
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
で
す

か
ら
、
保
険
税
は
当
然
四
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
届
出
に
つ
い
て
次
の
表
を
参
照
の
う

え
、
必
ら
ず
十
四
日
以
内
に
役
場
社
会

課
国
保
係
か
又
は
支
所
の
窓
口
で
手
続

き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ　ん　な　と　き 持ってくるものは…

・松代町に転入したとき 印かん、転出証明書、保険証

国
保 ・勤め先の健康保険をやめた ・印かん、職場から資格をなくし

に とき た証明書（家族の場合は保険証）
入

る

と 。子供が生れたとき 。印かん、保険証、母子手帳
き

。生活保護が廃止されたとき 。印かん

・松代町を転出するとき 。印かん、保険証、勤め先の健保、

国
保

・勤め先の健康保険に加入し 資格を取得した証明書、又は保

を たとき 険証

や

め
．
ス
V
L
こ
覧

・死亡したとき ・印かん、保険証

き
・生活保護が開始されたとき ・印かん、保険証

そ
。町内住所がかわったとき

の

。氏名がかわったとき
・印かん、保険証

。世帯主がかわったとき

他 ・世帯が合併、分離するとき

（7）



答
　
交
通
事
故
で
も
国
保
の
保
険
証
を

使
っ
て
診
療
が
う
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
交
通
事
故
は
ふ
つ
う
の
病
気
や
ケ
ガ

と
ち
が
っ
て
診
療
の
原
因
は
加
害
者
に

よ
る
も
の
で
す
か
ら
、
診
療
費
も
当
然

加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。

　
し
か
し
加
害
者
が
す
ぐ
支
払
わ
な
か

っ
た
り
、
話
し
合
い
に
時
間
が
か
か
る

の
が
現
実
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
ケ
ガ
の
治
療
は
マ
ッ
タ
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
国
保
が
と
り
あ

え
ず
加
害
者
に
か
わ
っ
て
支
払
い
し
、

あ
と
で
そ
の
治
療
に
要
し
た
費
用
を
加

害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
加
害
者
が
自
動
車
保
険
に
入
っ
て
い

れ
ば
町
は
被
害
者
に
か
わ
っ
て
保
険
会

社
に
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
交
通
事
故
で
国
保
の
保
険
証
を
使
っ

て
診
療
を
う
け
る
と
き
は
、
ど
ん
な
軽

い
ケ
ガ
で
も
必
ら
ず
国
保
係
に
届
け
て

く
だ
さ
い
。

G
の
軸

騒
．
ノ職

噛りrg　F・g甲　．

　、

よノ’

国
俣

晩

③
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

問
　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
役
場
の

国
保
へ
届
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
保
険
証
を
使
っ

て
診
療
を
う
け
て
も
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。

医療費請求猶予依頼カードの使用について
O駒●■00囎000■■■闘■0●馴圃◎鱒●■●燗陰●9●■9麗00●9■00鱒●0■09■900”■0闘鱒0■0闘■●■■■●■●●．旧8●00■0酬圃■0■O．．■闘．・．鴨9曹9■●09騙OOOOO・．

1・　このカードは松代町以外の医療機関では使用でき

ません。

2，このカードは社会保険に切変る予定の方で手続き

が都合により遅れると思われる扶養家族のある者の

み使用して下さい◎

3・出稼直後に医者にかかりたい家族や出稼以前から

引き続いて医療を受けている方は国保の被保険者証

とカードを医療機関の窓ロヘ出して提示を受けてく

ださい。

4・社会保険の保険者証が届いたら一日も早く医療機

関の窓口に提出してください。

5・新らしい社会保険の保険者証が届いて医療機関に

提示したらこのカードは必要なくなりますので切換

の届出の時必らず役場へがえしてください。

6・このカードは医療機関の窓口に提示することによ

　って医療費等の請求手続きを翌月廻しに延ばしてい

ただくものですからその間に必らず新しい保険者証

を提示してください。

医療費請求猶予依頼カード
　　　　　　　　　◆一周●レ闇司一r←

　　　　　　交付　　年　　月　　日
松代町内医療機関殿

部落名　　　　　　国保記号番号

　　　　　電話番号
　　　出稼者氏名

　　　事業所名

」日

　　　　　　　　　　私しは，
冬期間出稼のため事業所の健康保険に加入する予定で

ございますが健保の手続きが遅れて被保険者証の提示

が多少おそくなると思われますので家族の医療費請求

手続きを翌月請求にしていただくよう御願い申し上げ

ます。

事業所の被保険者証が出米次第至急提出いたします。

〔注〕　このカードは町内医師の厚意により作成された

ものであり他市町村の医療機関では使用できません。

松代町国民健康保険

　
　
　
『
医
療
費
請
求
猶
予
依
頼
カ
ー
ド
』
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
下
さ
い

　
こ
ん
な
こ
と
で
事
業
所
の
手
続
き
が
　
　
費
請
求
猶
予
依
頼
力
i
ド
」
を
作
り
ま

お
く
れ
て
い
て
も
、
さ
い
そ
く
も
で
き
　
　
し
た
。

な
い
で
勤
め
先
の
健
保
に
家
族
を
入
れ
　
　
　
こ
の
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
申
し
出
た

て
も
、
保
険
証
を
家
族
の
も
と
へ
送
る
　
　
か
た
に
つ
い
て
は
費
用
の
請
求
を
翌
月

こ
と
が
で
き
な
い
で
困
っ
て
い
る
方
に
。
　
廻
し
に
便
宜
を
は
か
ら
っ
て
い
た
だ
く

．
出
稼
先
の
健
康
保
険
に
扶
養
家
族
と
　
　
こ
と
に
し
ま
し
た
。

し
て
保
険
証
に
の
せ
て
も
ら
っ
た
ら
早
　
　
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ

く
医
療
機
関
へ
出
さ
な
い
と
国
保
か
ら
　
　
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ

健
保
へ
の
切
か
え
手
続
き
が
め
ん
ど
う
　
　
ン
を
迎
え
て
こ
の
カ
ー
ド
を
利
用
さ
れ

に
な
り
折
角
の
給
付
も
受
け
な
い
で
全
　
　
る
方
は
役
場
社
会
課
国
保
の
窓
口
に
備

額
医
療
費
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
　
　
え
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
出
稼
前
に
か
・

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
る
医
療
機
関
に
だ
し
て
指
示
を

　
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
か
た
が
た
の
た
　
　
受
け
て
く
だ
さ
い
。

め
に
町
内
お
医
者
さ
ん
が
た
の
同
意
を
　
　
次
の
よ
う
な
様
式
で
黄
色
の
紙
の
カ
ー

得
て
昨
年
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
医
療
　
　
ド
で
す
。

（8）



マ
ヘ箏

　　でも安心！国保があなたにカぞえ　、

高額搬制麿で妙齢の瞥≧　医療の鮒で

　，ヘ　　　　　　　　　　　　ソ

　、　　　　　摯　　　　　　　　’
蚤　　　ノ
闇檎故などシ

．
（又くプび　

、

壷

蟄の医諺　　　　　ク愚の齢づ

．◆脅マ崇

》ン’一麟

．
．
．
旬
”
皇

グ

、
、

治
療
よ
り
は
予
防
を

　
治
療
よ
り
は
予
防
こ
そ
大
切
で
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
体
力
を
充
実
さ
せ
て
お
け

ば
、
少
々
の
病
気
は
受
け
つ
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
平
素
の
心
が
け
が
大
切

で
す
。

夜
ふ
か
し
を
や
め
、
睡
眠
と
休
養
を
充

分
と
っ
て
過
労
を
さ
け
る
こ
と
、
偏
食

を
や
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
食
物
を
ま
ん
べ

ん
な
く
と
る
こ
と
、
適
度
の
運
動
を
し

て
か
ら
だ
を
鍛
え
る
こ
と
、
な
ど
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

お
医
者
さ
ん
を
信
じ
ま
し
ょ
う

　
一
つ
の
病
気
で
、
あ
っ
ち
の
医
者
、

こ
っ
ち
の
医
者
と
、
転
々
と
渡
り
歩
く

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

病
気
が
な
か
な
か
治
ら
な
い
と
い
う
心

配
な
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
が
、
大
切

な
の
は
医
師
と
患
者
の
人
間
関
係
が
良

好
で
な
い
と
、
治
療
の
効
果
は
あ
が
り

ま
せ
ん
。

　
家
庭
医
を
持
っ
て
一
家
の
健
康
を

　
管
理
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
医
と
は
身
近
か
に
い
て
、
な
ん

で
も
打
ち
と
け
て
相
談
で
き
る
お
医
者

さ
ん
の
こ
と
で
す
。

ま
ず
家
庭
医
に
診
て
も
ら
い
、
む
づ
か

し
い
病
気
だ
っ
た
ら
、
家
庭
医
を
通
し

て
専
門
病
院
な
り
大
病
院
へ
紹
介
し
て

も
ら
う
の
が
望
ま
し
い
診
療
の
う
け
方

で
す
。

　
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心
が
け

　
ま
し
ょ
う
◎

　
健
康
に
無
関
心
の
間
に
病
気
が
ひ
そ

か
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
早
期
に
発
見
す
る
の
が
健
康
診

断
で
す
。

健
康
診
断
を
受
け
る
機
会
が
あ
っ
た
ら

面
倒
が
ら
ず
に
進
ん
で
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
・
つ
。

特
に
中
年
過
ぎ
た
ら
こ
の
心
構
え
が
大

切
で
す
。

　
　
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
時

　
　
間
外
受
診
や
休
日
受
診
、
深
夜
受

　
　
診
を
さ
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
は
あ
る
程
度
さ
け
ら
れ
る
こ

と
で
す
し
、
ま
た
お
医
者
さ
ん
に
と
っ

て
も
迷
惑
な
こ
と
で
す
。

時
間
外
の
診
療
は
よ
く
よ
く
の
場
合
だ

け
に
し
ま
し
ょ
う
。

突
然
の
は
げ
し
い
病
状
は
別
と
し
て
、

普
通
の
病
気
は
何
ら
か
の
前
ぶ
れ
が
あ

り
ま
す
。
時
間
外
、
休
日
の
場
合
は
、

こ
れ
ら
を
充
分
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

九
月
受
付
分

ご
け
つ
こ
ん

お
め
で
と
う

（
受
付
順
）

湊
⑤

衡

小
嶋
　
繁
・
田
村
美
江
子
太
平
結
城
屋

小
堺
隆
幸
・
小
堺
広
美
　
蓬
平
五
郎
作

米
持
昇
六
・
関
谷
　
恵
　
室
野
　
三
六

難じ

騒
騒

嶋
田
健
太
戯
輕
長
男
千
年
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ち

　
　
　
　
　
父
繁

武
田
美
紀
母
サ
チ
子
長
議
繁
田

　
　
　
　
　
父
春
男

関
谷
成
寿
　
母
陽
子
長
男
　
松
代
は
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
や

若
月
由
希
子
竪
庸
江
二
畜
代
水
上

横
尾
和
正

佐
藤
保
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

関
谷
ト
イ

高
橋
ヒ
メ

桑
原
タ
ケ

中
沢
弥
生

難
群
長
男
峠
ば
ん
や

父
進

母
睦
子
長
女
　
室
野
林
の
脇

八
二
才
　
菅
刈
　
谷
内
田

七
九
才
　
莇
平
ひ
め
き
や

九
〇
才
　
桐
山
　
定
之
助

六
五
才
　
木
和
田
原

　
　
　
　
　
　
　
立
花
や

　人口のうごき
　　10月1日現在

世帯数　1，995（一11）

人口男　3，900（一14）

　女3，961（＋6）
　計7，867（一8）

4
　
0
　
4

　
つ
J
　
Q
J

亡
出
計

6死
20転
26減

生
入
計

出
転
増

；η
。

（9）



（10）

第2回

農
業
祭
とと
こ

ろき

10
月
2
5
日
（
火
）

総
合
セ
ン
タ
ー

◇
日
程
・
内
容

午
前
9
時
か
ら

。
野
菜
即
売
会
（
大
根
・
白
菜
・
野

　
沢
菜
・
長
イ
モ
・
山
イ
モ
等
）

午
前
1
1
時
～
午
後
1
2
時
3
0
分

。
料
理
コ
ン
ク
；
ル

・
農
業
・
生
活
ク
イ
ズ

午
後
1
2
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

・
話
し
合
い

”
明
る
い
農
村
社
会
を
め
ざ
し
て
”

　
ク
イ
ズ
を
あ
て
ら
れ
た
方
に
は
賞
品

も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
多
数
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
（
雨
天

の
場
合
も
行
い
ま
す
。
）

主
催
　
青
友
会

　
　
　
（
離
難
蟹
葎
断
プ
）

　
　
　
松
代
町
農
協
婦
人
部

ー
東
北
電
力
よ
り
ー

“
集
金
同
時

　
　
　
　
検
針
へ
の

変
更
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ
”

　
こ
の
た
び
東
北
電
力
で
は
「
検
針
・

集
金
」
の
仕
事
を
よ
り
効
果
的
に
行
な

う
た
め
に
、
n
月
よ
り

「
集
金
同
時
検
針
」

「
記
念
樹
」
を
贈
呈

ー
簡
保
資
金
の

　
　
　
融
資
校
へ
ー

　
信
越
郵
政
局
は
、
昭
和
五
十
一
年
度

中
に
、
簡
易
保
険
の
資
金
（
簡
保
資
金

と
い
い
ま
す
）
を
融
資
し
た
、
長
野
、

新
潟
県
内
の
小
・
中
学
校
に
記
念
の
苗

木
を
贈
り
環
境
の
緑
化
に
一
役
か
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
苗
木
の
贈
呈
校
は
、

長
野
県
三
十
一
校
、
新
潟
県
三
十
七
校

で
、
郵
便
局
を
通
じ
行
な
い
ま
す
。

　
「
愛
の
絵
は
が
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
贈
呈

　
　
　
献
血
思
想
普
及
に
一
役

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
「
愛
の
献
血
運

動
」
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
献
血

状
況
を
み
ま
す
と
、
血
液
需
要
者
の
要

求
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
簡
易
保
険
事
業
で
は
、
献
血
思
想

の
普
及
促
進
に
協
力
す
る
た
め
、
今
年

も
「
愛
の
献
血
絵
は
が
き
」
を
作
製
し
、

簡
易
保
険
月
間
の
始
ま
る
十
月
一
日
か

ら
献
血
さ
れ
た
方
々
に
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
1
1
月
は
検
針
の

み
で
集
金
に
お
伺
い
せ
ず
、
翌
月
1
2
月

の
検
針
の
際
に
、
1
1
月
分
の
料
金
を
お

支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
後
は
引
続
き
当
月
分
の
検
針
と
前
月

分
料
金
の
集
金
と
が
同
一
の
日
に
行
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
尚
、
1
0
月
検
針
の
際
、
各
戸
に
お
配

り
す
る
1
1
月
分
の
検
針
日
と
「
集
金
同

時
検
針
へ
の
変
更
の
お
知
ら
せ
」
を
ご

覧
の
う
え
、
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
公
民
館
図
書
（
町
総
合
セ
ン
タ
i
2

階
）
で
は
、
7
日
間
を
期
限
に
貸
出
し

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
　
”
読
書
の
秋
”

は
、
ま
ず
こ
の
一
冊
か
ら
接
っ
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
？

ー
子
供
向
き
ー

ふ
し
ぎ
な
か
ぎ
ば
あ
さ

ん
・
泣
く
な
つ
ち
の
こ

・
ブ
ト
シ
く
ん
・
ぽ
く

と
た
ま
ご
・
ポ
レ
に
き

た
は
が
き
・
ラ
イ
ラ
ッ

噺
午II

i
プ
・
り
ん
ご
が
た
べ
た
い
ネ
ズ
ミ
く

ん
・
あ
め
あ
め
ふ
れ
ふ
れ
・
ね
エ
お
き

て
！
．
ゆ
か
い
な
ヘ
ン
リ
ー
く
ん
シ
リ

ー
ズ
8
巻
・
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
絵
本
1
～

6

ク
通
り
の
ぼ
う
し
屋
・
も
ぐ
ら
の
チ
ク

タ
ク
．
い
た
ず
ら
っ
こ
い
っ
ち
ゃ
っ
た

・
お
う
さ
ま
の
う
ま
・
た
い
ち
ゃ
ん
の

お
ん
ど
り
・
ね
ず
み
く
ん
の
チ
ョ
ッ
キ

・
か
い
ぶ
つ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
こ
・
・
ミ

ち
ゃ
ん
の
た
ま
ご
・
そ
う
じ
き
ト
ル
ン

・
く
ま
の
子
ウ
ー
フ
ゆ
き
の
あ
さ
・
と

べ
！
ね
ぼ
す
け
く
じ
ら
・
こ
ぶ
た
の
プ

1
成
人
向
き
ー

図
轡
目
の

　
　
ご
豪

内

ち
ょ
っ
と
キ
ザ
で
す
が
（
磯
村
尚
徳
）
・

あ
あ
東
京
行
進
曲
（
結
城
亮
一
）
・
木
曜

島
の
夜
会
（
司
馬
遼
太
郎
）
・
水
西
書
院

の
娘
（
宇
野
千
代
）
・
私
的
生
活
（
田
辺

聖
子
）
・
嵯
峨
野
よ
り
（
瀬
戸
内
晴
美
）
・

あ
か
ん
た
れ
（
花
登
筐
）
・
深
夜
草
紙
（
五

木
寛
之
）
・
走
馬
燈
（
遠
藤
周
作
）
・
灼
熱

の
遮
断
線
（
小
林
久
三
）
・
悲
し
き
恋
の

物
語
（
佐
藤
愛
子
）
・
青
い
壷
（
有
吉
佐
和

子
）
．
哀
愁
こ
そ
人
生
（
源
氏
鶏
太
）
・
未

成
年
（
阿
部
昭
）
・
地
図
に
な
い
島
（
井

上
靖
）
・
子
育
て
ご
っ
こ
（
三
好
京
三
）
・

冬
の
桃
（
西
東
三
鬼
）
・
近
藤
勇
白
書
（
池

波
正
太
郎
）
・
事
故
の
て
ん
ま
つ
（
臼
井

吉
見
）
・
僕
と
彼
女
た
ち
（
源
氏
鶏
太
）
・

棲
息
分
布
（
松
本
清
張
Y
泥
流
地
帯
（
三

浦
綾
子
Y
ま
ひ
る
の
（
渡
辺
淳
一
）
・
そ

の
最
後
の
世
界
（
石
川
達
三
）
・
八
甲
田

山
死
の
彷
復
（
新
田
次
郎
）
・
ど
こ
か
の

事
件
（
星
新
一
）
・
休
暇
は
終
っ
た
（
田

辺
聖
子
）
・
戒
厳
令
の
夜
（
五
木
寛
之
）
・

低
空
飛
行
（
丸
谷
才
一
）
・
打
出
小
槌
町

一
番
地
（
城
山
三
郎
）
・
は
な
れ
啓
女
お

り
ん
（
水
上
勉
）
・
さ
び
し
い
姫
君
（
北

杜
夫
）
・
春
の
戴
冠
（
辻
邦
生
）
・
虚
空
遍

歴
（
山
本
周
五
郎
）
・
愛
す
る
嘘
を
知
っ

て
ま
す
か
（
山
口
洋
子
）
・
日
本
傑
作
推

理
1
2
選
（
エ
ラ
リ
・
ク
ィ
ー
ン
）



東
頸
中
学
校
駅
伝
大
会

松
代
中
A
チ
ー
ム

三
年
連
続
優
勝

　
恒
例
の
東
頸
城
郡
中
学
校
駅
伝
大
会

は
、
九
月
二
十
日
郡
内
1
0
ヵ
校
1
6
チ
ー

ム
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ス
は
、
松
代
中
学
校
入
口

を
ス
タ
ー
ト
に
、
ゴ
ー
ル
の
安
塚
中
学

校
前
ま
で
全
長
三
三
・
五
五
㎞
を
9
区

間
に
分
け
て
競
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
松
代
中
学
校
A
チ
ー
ム

は
1
時
間
4
7
分
4
4
秒
の
タ
イ
ム
で
堂
々

三
年
連
続
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

以
下
、
大
会
に
お
け
る
上
位
入
賞
と
町

内
の
学
校
の
記
録
で
す
。

優
勝

2
位

3
位

6
位

7
位

8
位

n
位

松代中学校Aチーム駅伝大会記録

松
代
中
A

　
　
一
時
間
四
七
分
四
四
秒

安
塚
中
A

　
　
一
時
間
四
八
分
三
九
秒

浦
田
中

　
　
一
時
間
五
三
分
三
〇
秒

山
平
中

　
　
一
時
間
五
四
分
○
八
秒

松
代
中
B

　
　
一
時
間
五
四
分
一
三
秒

奴
奈
川
中

　
　
一
時
間
五
四
分
三
五
秒

孟
地
中

　
　
一
時
間
五
五
分
四
五
秒

区間 氏　名 タイム 区間順位

1 市川英明 12分53秒 1
2 富沢博幸 14分14秒 4
3 鈴木正志 12分14秒 1
4 増田　豊 12分32秒 2
5 飯干　誠 12分29秒 5
6 樋口正志 9分11秒 1
7 佐藤純一・ 13分07秒 1
8 若井秀則 8分35秒 2
9 関谷武久 12分29秒 3

小
山
甲
七
・
関
谷
昭
蔵
・
村
山
松
男
さ
ん
、

”
全
国
交
通
安
全
協
会
”
よ
り
表
彰
を
受
け
る

　
9
月
2
1
日
か
ら
9
月
3
0
日
ま
で
全
国

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
期
間
中
に
全
国
交
通
安
全
協
会
で

は
、
交
通
安
全
功
労
者
と
三
十
年
間
以

上
無
事
故
運
転
者
を
表
彰
し
、
そ
の
功

績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
当
町
で
は
、
右
の
方
々
が
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
長
年
の
交
通
安
全
へ

の
積
極
的
な
協
力
と
日
常
の
実
践
活
動

が
認
め
ら
れ
受
賞
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
期
間
中
、
松
代
町
で
は
、
一
件

の
事
故
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
身
に

つ
け
た
良
い
習
慣
を
今
後
も
持
ち
続
け

事
故
の
な
い
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

◇
交
通
安
全
功
労
者

　
交
通
栄
誉
章
・
緑
十
字
銅
章

　
　
室
野
小
山
甲
七
さ
ん

◇
優
良
運
転
者

　
交
通
栄
誉
章
・
緑
十
字
銅
章

　
　
松
代
関
谷
昭
蔵
さ
ん

　
　
室
野
村
山
松
男
さ
ん

◇
交
通
功
労
団
体

　
県
警
本
部
長

　
県
交
通
安
全
協
会
長
　
表
彰

　
　
千
年
青
年
団

≡
…
…
…
…
…
臼
…
…
…
＝
一
＝
…
閣
＝
≡
一
…
≡
一
≡
＝
瞬
…
≡
＝
…
…
≡
聯
≡
＝
…
≡
…
＝
－
≡
…
…
…
＝
…
一
≡
≡
…
…
≡
一
…
爾
＝
≡
≡

　
　
　
郡
卓
球
大
会

◇
　
1
0
月
2
3
日
（
日
曜
日
）

　
　
　
　
　
8
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

◇
　
松
代
小
学
校
体
育
館

　
松
代
町
教
育
委
貝
会
主
催
・
郡
公
民

館
連
絡
協
議
会
後
援
に
よ
る
東
頸
城
郡

卓
球
大
会
が
1
0
月
2
3
日
、
松
代
小
学
校

体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
観
戦
、
ご
声
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

11月4日（金曜日）は

今年最後の免許更新

日です。

★会場　松代中学校

★受付　午前7時30分から

★講習　午後1時から

松
代
町
長
杯
争
奪
野
球
決
勝
大
会
が
、

10

月
2
日
松
代
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
、
山

平
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
決
勝
は
松
代
町
商
工
会
青
年
部
A
と

松
代
ポ
ス
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ
の
対
戦
と
な

り
、
2
対
O
で
商
工
会
青
年
部
A
チ
ー

ム
が
四
度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
参
加
2
4
チ
ー
ム
を
3

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
予
戦
リ
ー
グ
戦
を

行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
上
位
2
チ
ー
ム
を

選
出
、
6
チ
ー
ム
で
行
な
わ
れ
た
も
の

で
、
各
試
合
と
も
熱
戦
を
展
開
、
町
長

杯
争
奪
戦
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
に
な
り

ま
し
た
。
な
お
試
合
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第
31
回
松
代
町
長
杯
争
奪
野
球
大
会

　
　
商
工
会
青
年
部
A
チ
ー
ム
が
優
勝

松
代
町
野
球
協
会
主
催
の
第
3
1
回
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

勝

　準優勝
　　　O

優

3

2

10

役
場
体
育
部
A

8延長．11回7

役
場
体
育
部
B

ポ
ス
ト
マ
ン
ク
ラ
ブ

12

土
木
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

工
会
青
年
部
A

田
沢
人
間

　
　
ギ
ャ
ー
ト
ル
ズ

　
　
　
　
D

　
　
　
　
α



　
　
　
潔
潔
　
　
　
　
　
　
　
潔

　
　
　
潔

　
　
　
濾

　
　
　
懸
潔
　
　
　
　
　
潔

　
1
1
月
2
日
午
前
9
時

　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
5
時

　
11
月
3
日
午
前
9
時

　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
3
時

　
恒
例
の
町
文
化
祭
は
n
月
2
日
・
3

日
両
日
に
わ
た
り
、
松
代
小
学
校
・
松

代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
開

催
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
、
学
校
・
文
化
団
体
の
皆
さ

ま
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
盛

大
な
文
化
祭
に
し
た
い
と
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
文
化
祭
展
示
の
内
容
は
次
の
よ
う
に

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
家
族
お
揃
い
で
観
覧
に
お
出
か
け

下
さ
い
。

　
　
潔
潔
湊
灘
潔
潔
潔

　
　
　
潔
箋

潔
潔
潔
潔
潔
濾
潔
潔
潔

湊
鞍

　
簸

　
磁

潔
磁

第
一
会
場
松
代
小
学
校

校
舎
一
階

　
　
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
作
品
展

　
　
（
松
代
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
）

校
舎
二
階

　
・
町
婦
人
会
作
品
展
（
町
連
合
婦
人

　
　
　
　
　
会
）

　
・
書
道
展
（
松
代
書
道
教
室
・
室
野

　
　
　
　
　
書
道
会
）

　
・
町
学
童
作
品
展
（
町
教
育
振
興
会
）

　
・
園
芸
盆
栽
・
自
然
愛
護
展
（
園
芸

　
　
　
　
　
愛
好
会
・
自
然
愛
護
会
）
．

校
舎
三
階

　
・
松
代
小
学
校
児
童
作
品
展

第
二
会
場
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
●
玄
関
前

　
・
菊
花
展
覧
会

　
・
身
障
福
祉
会
農
作
物
即
売
会

1
階

　
・
茶
会
（
松
代
お
茶
の
会
）

　
・
生
花
展
（
生
花
会
）

2
階

　
・
写
真
で
み
る
町
政
展

　
・
身
障
者
作
品
展
（
身
障
福
祉
会
）

　
・
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
（
町
老
人
ク

　
　
　
　
　
ラ
ブ
作
品
展
）

．
3
階

　
・
ぶ
な
の
会
美
術
展

　
　
　
芸
能
発
表
会

　
1
1
月
3
日
午
前
1
0
時

　
　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
3
時

会
場
　
松
代
小
学
校
体
育
館

　
　
　
“
出
場
予
定
グ
ル
ー
プ
”

◇
午
前
の
部
　
　
（
10
時
～
n
時
30
分
）

・
松
代
町
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
協
会

◇
午
後
の
部
　
　
（
1
時
～
3
時
）

・
詩
診
謡
曲
同
好
会

。
つ
く
し
会
（
お
ど
り
の
会
）

・
民
謡
同
好
会

・
松
代
民
謡
会
（
お
ど
り
の
会
）

・
民
謡
会

・
松
代
小
学
校
児
童

・
松
代
中
学
校
生
徒

　
　
　
　
　
嵐

支
　
　
　
　
　
　
紗
、

　
　
　
　
　
　
ヤ
い

芸
俳
句
“
秋
季
雑
詠
”

（12）着
4

千
年
　
柳

濯茶
水

黄
葉
づ
け
る
稲
穂
の
波
の
ゆ
っ
た
り
と

秋
彼
岸
紫
雲
棚
引
く
寺
の
森

稲
架
か
わ
く
匂
い
こ
こ
ま
で
香
ば
し
く

天
高
く
遠
山
霞
み
し
ま
・
昏
る
る

生
て
見
て
気
高
き
花
よ
百
日
紅

音
た
て
て
す
・
き
穂
波
や
風
の
中

露
の
道
歩
行
正
し
く
白
い
杖

早
紅
葉
や
向
ひ
の
山
名
問
正
す

大
菊
を
遂
え
に
育
て
ず
入
院
す

血
管
を
さ
が
す
看
護
婦
鼻
に
汗

　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
　
他
石
先
生
選

　
　
　
　
9
月
7
日
於
克
雪
セ
ン
タ
i

稲
の
葉
も
よ
じ
る
日
照
り
に
す
べ
も
な
し

父
の
忌
の
近
し
ゆ
か
り
の
も
の
暴
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

菊
育
ち
支
柱
に
ト
ン
ボ
と
ま
り
を
り

萩
こ
ぼ
る
道
路
鏡
に
も
う
つ
り
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
明

人
た
の
み
稲
架
こ
し
ら
え
を
始
め
け
り

ほ
お
ず
き
を
活
け
花
に
し
て
心
澄
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

秋
風
の
渡
る
病
室
新
し
き
　
　
　
淡
水

夕
立
に
重
く
垂
れ
込
み
池
の
萩
　
柄
史

山
荘
の
灯
り
の
消
え
て
盆
果
て
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

紅
萩
の
鮮
か
に
し
て
雨
上
が
る
　
六
花

ほ
お
ず
き
を
残
し
て
畦
草
刈
り
終
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

住
み
よ
き
は
盆
ば
か
り
ら
し
越
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
吉

　
　
”
訂
　
　
　
正
”

　
9
月
10
日
発
行
の
2
1
3
号
の
「
国

保
税
の
し
く
み
」
の
中
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
納
税
は
被
保
険
者
に
な
っ
た
日
か
ら

　
　
　
の
　
　
し

と
あ
り
ま
し
た
の
は
誤
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
納
税
は
被
保
険
者
に
な
っ
た
月
か
ら

　
　
の
　
　
　
ピ

が
正
し
い
の
で
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。


